
 

令和５年４月以降の審議を踏まえて今後の水系の検討に活かす視点（構成） 

 

基本高水のピーク流量 

〇計画降雨量を超過する実績降雨や基本高水のピーク流量を超過する実績洪水が発生 

している水系での基本高水のピーク流量の設定にあたっての留意点 

⇒「河川整備基本方針の変更の考え方について」に追加 

〇降雨波形や流出特性等が類似する隣接水系の審議方針 

⇒「河川整備基本方針の変更の考え方について」に追加 

〇アンサンブル予測降雨波形の更なる活用【検討事例】 

（ピーク流量が大きくなる降雨パターンの分析） 

〇降雨継続時間の変更による基本高水のピーク流量への影響【検討事例】 

 

計画高水流量の検討 

 〇流域全体を俯瞰した流量配分の検討【検討事例】 

 〇引堤や河道拡幅、遊水地等の整備（引堤、遊水地の可動堰化）【検討事例】 

 〇ダムの事前放流や再開発・放水路の拡幅等の既存施設の有効活用【検討事例】 

  （ダム群の容量再編、放水路の拡幅） 

 〇河川の整備や管理の技術の進展等も踏まえた方策【検討事例】 

（堤防の防護を前提とした河道の徹底活用、河道の貯留効果の増大） 

 〇支川も含めた流域全体で計画的に安全度を向上させていくための流量配分【検討事例】 

  

集水域・氾濫域における治水対策 

 〇農業分野との連携【取組事例】 

 〇まちづくりとの連携【取組事例】 

 

河川環境・河川利用、総合土砂管理 

 〇河川環境の整備と保全の基本的な考え方 

⇒「河川整備基本方針の変更の考え方について」を修正 

〇治水・環境が両立した河道掘削【取組事例】 

〇ダム下流へのダム堆積土砂等の置き土【取組事例】 

〇流域と連携した絶滅危惧種（アユモドキ）の生息域の保全・創出【取組事例】 

 

その他 

 〇水害リスクの自分事化の取組【情報提供】 

 〇生物の生息・生育・繁殖の場としてもふさわしい河川整備及び流域全体としての生態

系ネットワークのあり方検討会【情報提供】 

資料１ 


